






 

前処置

炭酸ガスによる大腸の拡張

CT撮影

終 了

画 像 処 理

検査前日

検査当日

約10分

他の大腸検査同様、腸の中をきれいにする必要がありますが、
大腸ＣＴでは完全にきれいにする必要はありません
専用の検査食と下剤を飲んでいただきます。

細いチューブを肛門より僅かに挿入し、炭酸ガスを注入
することで大腸を拡張させます。
炭酸ガスは腸管から速やかに吸収されるため、検査後の
膨満感・腹痛はほとんどありません。

腹臥位・仰臥位の2体位で撮影します

検査後は普段通りで大丈夫です。
注射の影響に注意してください。

CTの画像データで画像処理・読影（専門医による読影）

◆検査の種類について

大腸の検査の種類は主に次の３つがあります。

１．大腸内視鏡検査

　内視鏡（カメラ）を肛門から大腸の奥まで入れて、大腸の内部を観察します。

２．注腸Ｘ線検査

　肛門からチューブを数センチ入れて、そこからバリウムと空気を入れ、体の向きをいろいろ変えなが

　ら大腸の写真を撮ります。

３．大腸ＣＴ検査

この度、当院では大腸ＣＴ検査を始めることになりました。

大腸がん検診の精密検査としてマスコミなどで取り上げられることも増え、

ご存知の方も多いと思いますが、大腸ＣＴ検査とはどんな検査なのか紹介をしたいと思います。

　どの検査も下剤などで大腸内をきれいにする必要がありますが、大腸ＣＴ検査では他の検査のように

腸内を空っぽにしなくてもいいので、下剤の量も少なくて済むために患者さまの負担も少なくなってい

ます。とは言え、検査前の前処置が検査の質に大きく影響しますので、前日から専用の検査食や下剤・

造影剤などを飲んでいただくことになります。

◆大腸検査の流れ

下の表が当院での大腸検査の流れになります。

 大腸・CT 用検査食

 FG-tow☆

▲　大腸 CT 検査で撮った画像のイメージ　▲

　内視鏡を大腸の奥まで挿入する必要がないため比較的苦痛が少なく、写真を撮るときの体位変換も数

回ですみ、他の検査に比べて患者さまのお体に与える負担が少ないのが大きなメリットとなります。

　またおなか全体をＣＴで撮影しているので、大腸以外の病気を発見できるのも他の検査にはない利点

です。

検査を希望される方や、検査内容など詳しくお聞きになりたい方は、

当院スタッフまでお声掛けください。

大腸がん検診で異常を指摘され精密検査を勧められけど、
大腸内視鏡検査を受けるのが不安な方や、
過去に大腸内視鏡検査を受けて苦痛だった方に
お勧めできる検査です。

エスビー食品（株）との共同開発！
被験者の負担の少ない注目の
大腸・CT用検査食！

◀通常の食事と全く同じ感覚にて、おいしく食
事ができます。中華粥、カレーライス、親子丼
の、ボリューム感のある 3食セット。電子レン
ジで簡単に温められますので、家庭や職場での
食事にも便利。食塩相当は、朝・昼・夕食の 3
食合計で、7.0ｇ未満です。被験者の検査準備
にかかる負担を食事の面から軽減します。

　この中で今回ご紹介する大腸ＣＴ検査は、肛門から細いチューブを数セ

ンチ入れて、そこから炭酸ガスを入れて大腸をふくらませ、腹臥位（うつ

伏せ）と仰臥位（仰向け）の写真をＣＴで撮ります。

　取得した写真をコンピュータで処理することにより大腸内視鏡のような

画像を作ったり、注腸Ｘ線検査のような写真を作成することが可能です。

それら以外にもさまざまな表現方法で画像を作成し、死角なく大腸を観察

することができます。

　大腸を膨らませるために使用する炭酸ガスは、腸内での吸収が非常に速

いため、検査後はおなかが張った感じは速やかに解消されます。

大腸ＣＴ検査のご紹介








